
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＪＲ東日本の第２四半期決算は、新幹線大規模修繕引当金の積み立てなどの営業費用の増 

 加に伴い、営業利益は前年比△１４４億円となり「増収減益」となった。 

しかし、中央本部は過去最高の営業収益の確保のために奮闘した組合員の努力の結果を実 

感できる年末手当を粘り強く求め、3.18 ヶ月で妥結しました。この回答は、昨年と同じ水 

準であり、要求には届かないものの、全ての利益が減益する中で、組合員の努力に応えよう 

とする姿勢であると評価するが、日々努力する組合員、それを支える家族の声や思いに十分 

応えるものではなく、不満の回答と言わなければなりません。 

 現場の組合員の声に謙虚に耳を傾けて頂き、来春闘では格差のないベースアップで、しっ 

かりと応えていただくことを強く要請し、努力した組合員が報われる公平・公正な評価を求 

めて妥結しました。 

 

 

 

 


